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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成26年4月17日(2014.4.17)

【公開番号】特開2011-184042(P2011-184042A)
【公開日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2011-038
【出願番号】特願2011-47067(P2011-47067)
【国際特許分類】
   Ｂ６３Ｂ   9/06     (2006.01)
   Ｂ６３Ｈ   5/15     (2006.01)
   Ｂ２１Ｄ  53/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６３Ｂ   9/06    　　　Ｚ
   Ｂ６３Ｈ   5/15    　　　Ｚ
   Ｂ２１Ｄ  53/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月4日(2014.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　金属のバンドをロール成形して開放した側壁（２０２）にすることによって筒体（２０
０）を形成する工程と、
　前記開放した側壁（２０２）を溶接して閉じ、それにより閉鎖継ぎ目（２０８）を１つ
有する筒体（２００）を形成する、工程と
をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記筒体（２００）を前記相手方部片（６００）に接して配置する工程と、
　少なくとも１つの連結ロッド（３００）を前記相手方部片（６００）と前記型（２２０
）との間に配置し、したがって、前記相手方部片（６００）と前記型（２２０）とが互い
に連結され、前記連結ロッド（３００）を前記型（２２０）又は前記相手方部片（６００
）に静止して固定する工程と、
　液圧機構（３１０）を各連結ロッド（３００）に固定手段（３０４）によって固定する
工程と、
　前記液圧機構（３１０）に圧力を供給する工程にして、その圧力供給により、少なくと
も間接的に前記型（２２０）又は前記相手方部片（６００）に接触している前記液圧機構
（３１０）の少なくとも一部分が、前記連結ロッド（３００）に関して移動し、同時に前
記型（２２０）が前記筒体（２００）の内部に向かって押し込まれる、圧力を供給する工
程と
をさらに含むことを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　プロペラ・ノズル・リング（２３０）を製造する装置であって、
　型（２２０）の一方の端部（２２６）に向かって幅が広くなる側部プロフィル（２２２
）を有する円形の型（２２０）であって、前記型（２２０）の第１の端部（２２４）が、
筒体（２００）の内部に向かい、前記型（２２０）の第２の端部（２２６）の断面が、前
記筒体（２００）の当該端部（２０４）よりも大きくなるように、前記型（２２０）を前
記筒体（２００）の前記端部（２０４）のネック部に配置可能である、円形の型（２２０
）と、
　前記型（２２０）の前記側部プロフィル（２２２）の外面が、前記筒体（２００）の内
面に接して延在し、したがって、前記型（２２０）の前記側部プロフィル（２２２）の幅
が広くなる形状に合うように前記筒体（２００）の少なくとも一部の幅が広くなり、した
がって、前記筒体（２００）が前記ノズル・リング（２３０）の形状を実現するように、
前記型（２２０）を所定の距離だけ前記筒体（２００）に押し込む手段と
を備えることを特徴とする装置。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項９】
　前記型（２２０）を前記筒体（２００）の内側に押し込む前記手段が、
　前記筒体（２００）をそれに接して配置可能な相手方部片（６００）と、
　前記相手方部片（６００）と前記型（２２０）を互いに連結するために前記相手方部片
（６００）と前記型（２２０）との間に配置可能な少なくとも１つの連結ロッド（３００
）であって、前記型（２２０）又は前記相手方部片（６００）に静止して固定される、連
結ロッド（３００）と、
　各連結ロッド（３００）に固定手段（３０４）によって固定された液圧機構（３１０）
にして、液圧機構への圧力供給により、少なくとも間接的に前記型（２２０）又は前記相
手方部片（６００）に接触している液圧機構（３１０）の少なくとも一部分が、前記連結
ロッド（３００）に関して移動し、同時に前記型（２２０）が前記筒体（２００）の内部
に向かって押し込まれる、液圧機構（３１０）と
を備えることを特徴とする、請求項７又は８に記載の装置。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　実施例によれば、ノズル・リングを製造する装置は、円形の型２２０も備え、その円形
の型２２０は、型の一方の端部２２６に向かって幅が広くなる側部プロフィル２２２を有
する。その型２２０は、筒体２００の端部２０４のネック部に配置可能であり、型２２０
の第１の端部２２４が筒体２００の内部に向かい、型２２０の第２の端部２２６の断面が
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筒体２００の端部２０４より大きい。実施例によれば、型２２０は、断面が小さい第１の
端部２２４と、断面が大きい第２の端部２２６と、側部プロフィル２２２とを備え、側部
プロフィル２２２は、これらの２つの端部２２４と２２６との間に残り、参照番号２２３
で示すように、第２の端部２２６に向かって少なくとも部分的に幅が広くなる外面を有す
る。換言すると、型２２０の断面は、側部プロフィル２２２の方向で考察すると、第２の
端部２２６に向かって大きくなり、大きくなる型２２０の断面は、少なくともある点で筒
体２００の端部２０４の断面よりも大きくなる。これにより、少なくとも全体的に筒体２
００の内側に潜り込むことなく、型２２０が筒体２００の端部２０４のネック部上に確実
に着座する。部片２００／２２０は、型２２０が筒体２００の上部に配置される図２Ａに
示す方向以外のいずれかの方向にも互いに配置することができる。換言すると、型２２０
を下方にすることができ、筒体２００を型２２０の上部に配置することができるか、又は
型２２０及び筒体２００を互いに水平面上に配置することができる。
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